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TheRehtionbetweenthePowerofFl耳pO8i▼es

amdtltatofIktonators

byKaZuOIdaandTaketoArimura

Therelationshipbetweenthepowerof

explosivesandthatofdetonatorshasnot

TleCeSSarilybeenconfirmed.Thepurpose

of仙isexperimentistofindwhetherthe

powerofexplosiveschangeswithtlle

powerofinitiationornot.

Theresultsofgaptest,Haidtest,Hess
test,Criticaldiametertestandthemea-

surementsofdetonationvelocityofexplo-

sivesgivethefollowingconclusion･

Incaseoftheexplosiveswhicharene-

wlymanufacturedandstored in good

conditions,thepowerisindependentupon

tlleStrengthofdetollatOrS.However,
whentheexplosivesbecomedeteriorated

afterthelongstorageinbadconditions,
thepowerisstronglydependentonthe

initiatingstrengthofdetonators.

Accordinglyfreshexplosivesneednota

strongdetonatorbutdesensitizedexplosi-

vesneedastrongdetonator.

ダイナマイトのス トレングスに就て

渡 辺

1. 持 す

ダイナマイトの爆カは弾劾振子試験,弾劾臼砲銑鉄

鉛噂耗験の成鰍こ依って表わされるが,この外欧米で

はストレングスという普菜で一般に表わされている｡

最近日本のダイナ1イト抽出が盛んになりつつあるが

共の仕様番にストレングスの項Elが示されているので

具体的に井のストレングスの値を求める必要が生じて

来た｡筆者はその必要に迫られて,入手し得る範囲の

文献からストレングスの具体的な計算について調査研

究した｡本稿はその結果で,滞賢の御教示を得て,完

全なものにしたい｡

ストレングスによる爆力の比故は神々もすると難解
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に見えるようであるが,実際にはそうでないo無力を

爆カに正比例しないストレートダイナマイトのNG%

をもって黄わすと云う点及び,バルクストレングスに

於ては本来の仮比盃をもった各グレードのストレート

ダイナマイトの積率薬包のいづれかの偉力と等しい燥

力を同一標準薬包の試験ダイナマイトが示す場合,そ

の爆カをそのストレートダイナマイトのNG% で表

わすという点に鍵があるので,この点を理解すればス

トレングスの難解は解決する啓である1)｡又事々が弾

劾振子釈放に60%桜を78.8mm,静動臼砲試故に

TNTの 1-coBOoを100,鉛噂耗験のピクリン酸の

拡大容積を310比に採ることは,後述するRelative

WeightStrengthの襲示形式を採用しているのであ

る｡

(LSr) ll



繋するに'爆薬の偉力を比故する方法には.

① 同一薬長の示す爆カを比故する,
⑧ 同一容積の中に入る薬虫の轍力をもって比映す

/J I

@l同一爆力を与える薬殺を比搬する(UDC.CUP)

ことが実施されているのである｡以下述べる内容は①

及⑧2)方法につき,基軸 薬としてストレー トダイナ

マイト, ブラスチング･ゼラチン及び TNTを使用

して比故する方法である｡

二t:兼爆薬のストレングスに就いては,既に昭和31年

初頗J:り,工業火薬協会Z)が糠力研兜黍爪金を組綬し

緒検討を経て一つの基本線を砕立し. それを公表 し

た｡その報告に於てほ,準静が4棚軸の内容の典なる

ス トレングスに分けて理解する代りに全体を%ストレ

ングスで解釈しようとした｡

表 ]

ストレングスの

喋カの或示方式

荘準爆薬の尽力に
対する%で表わす
方式
(Relative方式)

基準嘩･BL｣軌堅I
頂点単位 【官撰琳位

アラそ千･/･RelativeIRclative

芦払 sBturlekngth■

グービラチ:/
を 100%と
する｡
尚他の爆発
が使用され
る○

煤力をストL'- ト庵 グレードGrade LBulk

芸鍔 完 ;6譜 ?歪l妄; StrengthStrength
もナ方式 Eイト
(equiyalentgra-
de方式或いは単
に grade方式Jl

2.Strengthの定義

ストレングスは以下述べるように.その内容に依り

4種類に分類される｡然しこれらを1-Rわすに郁々の名

称が用いられて,その理解を内腔ならしめている｡即

ちストレングスを表わす昔発として,% Strength,

GradeStrength,WeightStrellgth.BulkStren-

gth,VoltJmeStrength,CartridgeStrength,

RelativeWeightStrength,RelativeBulkStren-

gth,RelativeWeightSttcJ)gth,苛がある｡革肴

はその適当任は別として,本稿の記述の内容を判然と

するため糞1のように規定して用いる｡4胡頬を絵称

してストレングスと称する｡

次にこれらの走藻について述べる｡

ReZativeWeightStrength:ブラスチングゼラ

チンの燥カを基畔とし,同一兆血に依るプラスチング

ゼラチンの爆力に対する供拭ダイナマイ トの燥カの比

例依%を以って表わす｡即ち供就ダイナマイトの燥力

を姑坤億兆の非庇に換井した伍である｡

Re)aliveBulkStrength:プラスチング･ゼラチ

ンが装現された横坤非包 (例えば 11/."x8") の爆力

をX･叩とし,これと同一非包に装現された薬丑で供洗

ダイナマイ トが与える畑カのプラスチング･ゼラチン

の畑力に対する比例位%を以って袈わす｡即ち標準薬

包にはいる供拭ダイナ11イトの薬丑を基準爆薬丘に換

芥した純である｡

GradeStrength:岡一茶最で供粥ダイナマイ トと

同一燥力を与えるストレー トダイナマイ トの含有する

ニクtZグリセリンの%を以って栽わす｡

BtJ]kStrength:梯印鵜包に装填される供拭ダイナ

マイ トの爆非抱に放る畑カと,同一標準薬包に装現さ

れるストレートダイナマイトの某氏に依る爆力とが相

称しいストレートダイナマイ トのニ トtZグリセリンの

%を以って破わす｡

rLT･1比の外爆カを示す田楽として次のものがある｡

)○ ■ル JQ Jb dL･固 I GradcとUD



依る場合は.一般に使用される関係式 CUP=(1-

cose)/(I-cose｡) となり,餌場棚 に依る場合

は次の様にして求めるl)o

Xl準爆薬 (ピクリン酸)CJg及 (供就爆薬 LF+X･

坤爆薬 e)gにより夫々 YI及 VZCJlの鉛噂拡大容

横を得たとする｡次に後者就料と同等の効果を安わナ

邦坤爆薬の丑C2gを次式から求める｡

% =(i )o･8

CUPは次式から計算するc

CUP=100(C2le)/a
3.ストレングスに兼fナる基準輪姦

日本でIも 静物振子就験には60%桜ダイナマイ ト,

抑劫臼砲試験にはTNT(Ar=0.96).鈷噂釈放にはピ

タ1)ン赦 (J=).0,80mCpass)を嬢力測定の誠畔

爆薬として馳弔するが,欧米ではストレー トダイナマ

イト,ブラスチン〆･ゼラチン等も使用されている｡

AmericanInstituteofMiJleSOfExplosiveは

ストレングスの識耶爆碇として表2の gradeのもの

を示したS)｡

Straight
Dynamite

Ammonia
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Gelatine
DyJlamite
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2 三 …

Marsha)16)に依ればこれらの基軸 茄の成分 (分

析供)帝は袈3の通りである｡

以下基軸 薬に対する爆力成続を示す｡炎火山本教

授のス トレートダイナマイトに対する (1-coso)の

光軸他は栽4の通りである7)｡
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刑発表のあった,日本国内のダイナマイト斜道各社よ

り投出されたダイナマイト就料についての弥動臼砲成

功中よりをダイナマイ ト及びTNTの爆力(Relative

WeightStreI】gth)の比較伍を示すと次の通りであ

る○

乗5

松 ダイナマイ ト

T N T

比の関係を用いて,臼砲比からブラスチング･ゼラ
チンを100%とするRelativeWeightStrengthに
換罪することが出来る｡
昭和27年3月日本油脂で央潤したBureauofMi-
JleSの示した成分の各節ダイナマイトの紳助臼砲成
駁.昭和認年2月日本化薬B)に放ける同一成分に対す
る成臥 BureauofMine8に放けるl)成続及び米国
の或る文献に示された弾劾臼砲成紙を示すと衷6の通

りである｡

放近EJ本油脂で韮準爆薬について尖沸した成鼠は次

の通りである○

イ)昭和31年9月29日米測(襲7参.q)

ロ)武豊工場で工場的規模で袈達したをダイナマイ

トの日由比は 160であった｡

'､)昭和34年9月突沸

グレード7%及び15%の配合成分は 20-60%グレ

ードの配合成分の僻向から簿着が伝に求めたものであ

る｡(衆8参照)

ニ)昭和35年10月22日実測
BureauoEMinesが Gc)a一ienDynamiteにつ

いて発衣した成分のものを淵 し,静動El砲銑敦を爽

施した｡(栽9参府)

日本油脂武豊工場村田研究部長の好意により'米国
BtlreauofMinesのGlennH.Damozl氏 (Assi-

staJltChief,DivisionofExplosivesTechnology

よりストレートダイナマイトの BallisticMortor

衷4荘申爆薬に対する偉力釈放放校

(190) エ讃火



Strengthに放けるニトFZグリセ9ンのパーセントと

TNTを 100とした場合の関係を入手することが出来

氏(昭和34年8月)｡これは直線で TNTIOOに対す
るニ トログリセリン･J1-セントは 50,TNT125に

はニト｡グリセリン･パーセント80が対応する(図2

参府)｡氏は この直線は賂近的のものであると附首し

ていた｡

以上記述した英執成穀の中,静動日放妖艶に依る値

を図2に示した｡策者が本称こ於いてグレード%と臼

砲比 (TNT-)00)との陶係について基準曲親を選定

することについては後述する｡

衷 7

TNTI20%i40%j60%
絞ダイナマイトIl°-恒｡一丁壬1

4｡-†16A lo･961 1 恒 6 Il･30 恒 1

TNTl4036Z60%f80% I10
0%白梅比 こ 1

00J i0.961.8trengthの求め方(I) 爽 溺 法

イ)Relat

iveWeightStreIIgth及び GradeStrength.

RelativeWeightStrengt

h:此れは｢股に競走葉虫で各部の姫力湘定装匿を

使用して求める位で,基準爆薬の伍との比を求めれば

良い,比の場合ストレングスの定森上の基準爆薬に放い

て必ずしも実施する必要はなく,適切な捌基準爆薬(

例えばTNT)を選定し,予めこの副基準爆薬との比故伍を実験的に求めてお

きV〇一.22.No.1,1一一1 oo[=トNト(37だE3)基準爆薬に対する伍に換井

すればよいoGradeStrength:各グ

レードのストレートダイナマイ ト及びブラスチング･

ゼラチンの 10gについて弾劾臼砲妖艶或いは其の他

の煙力汎定装故を使用し'これらの偉力を実測する｡一

つの基準爆薬 (例えはブラスチング･ゼラチン) 〔又は刷基準爆薬 (例えは

●ルル〃
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u)S唾 J J■ ■t C1e ､吋 LJ

N カ 9 hStraightDy
Jlamiteの含有 NGの%(Gra

deStrength)図 3(B･LLebe

lskyの文献に依る)TNT)〕を選び' この 10

gに依る傾力と上紀の各爆薬の成紋から各爆薬 JOg

と同じ成紋を与える, この選定した基準爆薬 (又は糾

基準爆薬)に依る丘を井出し'これらとストレートダイ

ナマイ ト及びブラスチング･ゼラチンのGradeの関係曲故を例 え



述する (図8)｡次に供糊 薬の 10gを佐用して

弾劾臼砲妖敦成約を求め.これと同一振れを与え

る基準爆薬最を弟Luする｡この最を図3の曲線に

適用してそのグレード即ち GradeStrengthを

求める｡

tZ)Rehtive BulkStrength及 び Bulk

Strength.

RelativeBulkStreE)gth:この勘合も秋沢爆

薬と基準爆薬を捺印薬包に装明してその燦力を拭
験し,X･坤腰妻掛こ対する比例班を求めれば得られ

る｡標坤鵜包の大きさは爆カ'P:験紫綬に依って荊

なる｡

BulkStrength:各グレードのストレートダイナマ

イト及びブラスチング･ゼラチンについてその本来の

佐比魂で横準薬包の大きさに装萌して,その感カを試

放し'煩力とグレードとの関係曲線を作成しておく｡

供拭爆薬を横準薬包に装.%して燥カを就験し,上紀の

関係曲線よりBL)JkStreJ)gthを求める｡

(2) 計井による方法

我々が一般に一定丘の試料で,静劫振子,弾劾臼砲

等の試験袈匿を使用して成範を求めることは,RcZa-

tiveWee)ghtStrengthを求めることであって, こ

れらを計井で求めることはない｡かくして'eiらわた

RelativeWeightStrengthを益礎にして,Re)8tivc

BulkStrel1gth及びBuIkStrengthは次の様にし

て計算することができるlO)｡然し計井駅は韓近的蛇を

示すものであるから,その爆薬の正仙な班は其軌によ

って求むべきである｡

イ)RelativeBulkStrengthを計昇する方法

Re)aliveBu)kStreJ)gthとは或る与えられた爆薬

(A)の揺申薬包の爆力(-A爆薬の RelativeWci一

ghtStrengthxA薬包の薬放)と, それと同一容税
の基準燈妻晦拓包の爆力 (=100x原野轟包の基御井の

薬丑)との比例拡 ぐ%)であるから次の関係式 とな

る｡

A爆薬の RelativeBulkStrength

-(A爆薬の RelativeWeightStrength)
-~‥ " "L一一~- --- I-(lltわ

x(A薬包の薬最)xloo
x*由薬包ゐ翻
_(A爆薬の RelativeWeightStreJ!gih)

x(A爆薬の佼比釆)
甑 盃T'1--州

ロ)GradeStreJlgthより BulkStrengthを計

井する方法

B.LLebelskyの文献にIl〉示された方法を紹介す

る｡この方法の要旨は,愚確率包に装塀された益坤畑
l一

血

糊

(a)
りq
n

^ /e JQカ JJ



1) ストレートダイナマイトにつきTNTを脚韻準

僧都として RelativeWeightStrength(W7･)を求

める｡

2) 松ダイに対するTNTの RelativcWeight

StreJlgthを62.5% とする｡杏々の蚊用したをダイ

ナマイ トの広比戒は 1.51であるから,標準薬包とし

て松ダイナマイト100gが占めるものを使用すればそ

の容項は 66.4cLlとなる｡

3) 各ストレートダイナマイ トの Jから66.4cA容

朝の中に入るそれらの非兜を求め,その薬丑に対する

傾茄を枚ダイナマイ トの薬虫で溌わし(Relative

Bu)kStrengthとなる)これらの松ダイナマイトの

凝血を各ストレー トダイナマイトのグレードに対し図

示する(図9参照)｡

4) 次に脈状ダイナマイトの臼砲皮紋(Wr)及

び)から66.4cAに入る供就ダイナマイトの第歳に

対応する松ダイナマイトの邦叔 〔WBL〕84..を求功,

これを 3)項の閲体曲線に適用してグレードを求め

る｡これが駄就ダイナマイトの BulkStrengthと

なる｡

4 'Q■■ & .･ J
′ JJ ル h P> /〟GrAdeSt

rength(%)図 5 外阿ダイナマイトメーカー
のカタpグに示された ダイナ･Tイトの G
radeStreJlgthとUDC(戒いは Bulk

St.)との問緒上記の【WBt〕別 を数式で示

すと次の通りとなる｡66.4×
0.625AWT〔WBL]6" - 一一 100

=0.415JWT I.･････････-･--(IDハ)外

国ダイナマイ ト メーカーの示す GradeStreJ)gthとtlulkStreJlgthとの関係

duFont,Atl88.Hercules.

lCIの各班のダイナマイト･カタ｡グに示された各

ダイナマイ トのGradeStrcngthの化を図4の弥動E

l砲関係曲線に適用 して,各爆薬の UDCBPも(I)

式のaを攻め,これとカタtJ〆に示されたNを (I

)式に適用して,各爆薬の標準薬包の UDCを求め,

これとカタ｡グに示された BulkStrel1gth

を椀軸にとって示すと図5の各Yol.22.No.AlIA1 点の如くになる｡各ダイナマイ トに就

き.Burea

uofMinesのストレートダイナマイトに対する遊岬線を

用いれば,これらの
滞点はその滋野線の上にのろこと

が期待されるもので ある
｡図5にBtJreauOfMincS

の関係及び薄着の軽案する益琴線図8より求められる

開拓を示す
｡この
周より カタt)

グに示された各社のGradeStrength

に放て45%附近を姥として,それより以下の GradeStrengtb では,Bureauof

Minesのストレー トダイナマイト基坤線よりUDC

は小,即ち爆カが大であり,45%以上ではこの韮申

線よりUDCが大,即ち燥カが小なるものに,各社の

熔力の基準点が与えられていると推考･される｡又準

者の捷案する基準線に依れば,何れの Gradc

Strengthに就いても,欧米メーカー晶のUD

Cが大PPも棋力が小となって,同一グレードに於い

て欧米のダイナマイトの爆カは準者の喪が示す燥力

より小となる｡図5の関係で輩者の注意を惹く点は,60%ストレート,



と考える (-系列内だけの比較ならIlu題はないが)｡

これらの点について読者甜賢の御教T)--.･を柑たい｡

S.基準梅義の Grde 対 Rehtlvc Welgl一t

Streng仇 及び h ltiyeBulkStrengthの帆

償曲授 (基準捜)

ストレートダイナ1イトの庇大グレードは60%であ

るから,グレード60%以上の爆カに対する誠申爆薬を

設定する要がある.特に BulkStrengthを考える梯

合には基準願 の仮比盃が闘将となるので,この点を

希えねばならぬo

AmericanlnStituteolMakersoEExploSiveは

駒速の通り,ストレートダイナマイトの外3胡朝のス

トレングス基準爆薬系列を示したが,これらの爆薬の

RelativeWeightStrcngthは各グレードに於い
て,ストレートダイナマイトの RelativcWeight

Strengthより′トであることは,文政に示される通り

である｡ストレングスの定滋をそのまま,正跡こ適用

するとすれば,全グレード堆糊に就いて.ストレート

ダイナマイトの趨勢を満足するものを採用すべきであ
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る｡
依ってストレートダイナマイトに就いて得られ

た実測伍の関係から60%以上について拡求する点につ

いて考療する｡この
考轟に就いて向間組となる点はプ

ラスチング･ゼラチンの仮比盃である｡工
場的親株に

剣造された栓ダイナマイトの仮比盃は1･
5-]･6と
称せ

られ,筆者の
英致したものは･LFjlであった｡
然しBureauofMinesの追弔燦購虫に示された

ブラスチング･ゼラヂンの仮比延は1.
3711)で日本のも

のと典なる｡Damon
が示したGradeStrength対

RclatiyeWeightStr eng

th.･の誠耶鰍土紅線であ16 り,GradeStrength

lO0% に対する R.W.S.性142である｡仮比砥

L3γの場合 66.4m に入る虫は91gであり'仮比虫 1･51

の場合は 66.4cAに 100g入る｡碍管の得た松ダ

イナマイトの R･W･S.は 168であり,16

0:142幸100:91となる｡次に糊哩となる

点は弾劾臼砲耗敦法の試料調魁の垂である｡米国 Bureau

oEMinesでは就科虫に応じた薬包紋を刻み込

んで粕 している｡日本油滴でa(戟した日本及び米国

のダイナマイトのこの薬包紋に依る脚 は栽丁の如くで

ある｡周】ち米国のダイナマイトの酸素バランスによ

り,崖力には蓋が現われるから茄群銀の

作成に於いて武故法が問題となる｡ストレートダイ

ナマイトに対する実測弾励臼砲紙数成紋と,そのグレードとの関係を図示した図2
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l川.I;.Grade%図 一各スtlt/-トダイナマイトのAで 66.4c

cにはいる薬包の爆力を故ダイナマイトの邦忍で誠あした位=RelativeBul

kStren･gthとGradeの関係らかなように.米国BurealJOfMinesと日油で得た

ストレートダイナマイト及びゼラチン･ダイナマイト

に対する成敬の関係は同一でなく.日油の場合にはス

トレートダイナマイトとゼラチン･ダイナマイトとは

同一在線上にのろ｡依って輩者はストレートダイナマイトのグレード60%以上の基準線を日油の成功を韮礎



日本製のダイナマ
イト

名 称 い IS儲実銃

米国製ダイナマイト

NGが増大するにつれて,ダイナマイトの燥力がい

かに変化するかについては MelviJlA･CookのThe

ScienceofHigh Explosive(1958)-TO式に示され

名 称 いISL芸実衣 ている｡即ち S【raightGelatineDynamite(スト

GelobelAA

MonobelAA

Ge】amite

SpecialG
mite

110 レートダイナマイトと異なる点はニトロセルt7-メ

122 を含んでいる点である)及び AmmoniaGelatine

129 Dynamite(例えば,NG:NC:Charcoal:AN-

92 71:4:2:23或は 25:1:12:62)についての計

･故の取入は外剖

･米田のダイナマイトの成壬削ま槍入ダイナマイト

に対する日泊の実国債

藩籍具で,夫々図6及び図7に示す通りである｡

図2並に図6及び図7の関係から宋音は Grade対

RelativeWeightStreJlgth(TNT=loo)関係位と
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襲 8 繋戟及び Damon基準線に対する開拓

JtelativeWeight
StreJ)gth(TNT)

盲 7 ･IDam.A

比eIaliveJjuJk
芦trength(琴 ダイ)→

繁 看 IDamon

8
4
-
8

2

A7
L̂

Ln
0

qノ

舶
LL,2

%

舵

Ts
乃
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兜
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77.5(1.32)
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83.0

85.0(I.37)
86.5

93.0

100.0(1.51〕I100
( )=鑑汲比iEt

して,衷8に示す舷を選定する｡この陶係を図8に示

した｡次に準者が軽奏した.弾劾臼砲試験成横から

BulkStrengthを求める手順に必要な Grade対

RelativeBulkStrengthの関係値を選定する｡これ

紘 (Ⅱ)式から計許されるもので,20-60%のストレ

ートダイナマイト,40-100% のゼラチン･ダイナマ

イトの爽験位について計井すると,図9のようにな

る｡欧米ではストレートダイナマイトをグレードだけ

で規定しているので,筆者もグレー ド60,%以上の

Re)a一iveRu]kStrengthの隣係を RelativeWei-

ghtStrengthの関係と同一併向になるように仮

定II)し'この関係を沸足する(Ⅱ)式に於ける仮比重

を仮設する｡疎音は図9に於けるストt'- トダイナ

マイト60%以上の関係を点線のように外称する｡この
関係を沸足する仮比束は襲8の( )内の如 くにな

る｡Grade対 RelativeBulkStrengthの関係値を

袈8に示す｡尚 Damonの品準線を使用した場合の

これらの関係伍を衷8,図8及び図9に示した｡

Damonの 70,%以上の Re]ativeBulkStrengthの

計井には堺者が求めた仮設比藍を使用した｡

d･ ストレングスの折井国表

RelativeWeightStrcngthを実験的に求めて.

これより他の3郁柄のストレングスを求める方法につ

いては既に述べた通りであるが筆者は (Ⅱ)式を利用

して,収比盤 (A),RelativeWeightStrength及

びBulkStrengthの中の二つを与えて,他の一つを

容易に求めることの出来る計算図表を作成した｡(Ⅱ)

式即ち

lWRL]66.4 625XJ1Ⅳr
100

-0.415(Awl)

に於いて,一つの 【WBL〕6611の値,従って同一の

BulkStrengthに対して, 1列の WT に対応して

1列の Aが考えられる｡菜箸はこの関係を利用して

図10に示すごとく,WT対 J関係図に就いて,等
〔WDLつ66.一触即ち等 BulkStrength線を求めた｡

又この図我には,図8及び図5より Wrに対する

RelativeWeigh(Strength,GradeStrength.

UDCの関係を示した｡更に各ダイナマイトの燦力爽
測地(WT)とこれらのダイナマイトの計算′(火薬
のカ)との関係図から Wrに対してfをも読み採る
ことが出来るようにした｡尚この計算図喪から得られ

る伍は略近位であるから,使用に当っては,この点に

留濃するを賓する｡

Damon基準線に関する上記計昇図表には次式を使

用する｡

〔wBL〕73=ZZM 94AKT=0.514AwllO0
--･-･･-･--･･--･--･(ⅠⅠⅠ)

73cAは仮比盛 1.37の基準ダイナマイト(100%

Gradeのブラスチング･ゼラチン)の 100g が入る

容軌 0･704=TNT:基準ダイナマイト-100:142で

あるo

T. 授 精

① ストレングスには四概親の内容があり,その各

々を'Rわナ名称を規定すべきことを述べ'その私案を

示した｡

⑳ ストレングスの基準爆薬の爆力伍を典めた｡

◎ JISの弾劾臼砲就鼓法に依って得られる臼砲比

を基礎にし,GradeStrength対 RelativeWeight

Strengthの基糊 を選定した.

◎ ストレングスを求める棄却法及び計昇法につい

て述べた｡

⑤ Damon及び輩者の基準線を使用してJ,Grade

Strertgth及び BulkStrengthの中2つを与えて他

の1つを求める計券図表を作成した｡

◎ グt'-ド方式に依る爆力表現には,基準煉非の

系列燦力の不一執 米国ブラスチング･ゼラチンの坂

比盃が日本の伍より小さいこと,グレード方式ストレ

ングス数倍に依っては偉力そのものの比較が出来ない

ことなどから比の方式は今後進んで採用すべき方法で

なく,Relative方式を採用すべきである｡

⑦ ストレングスの計算図表はダイナ1イトの燦力

計商に使用して便利である｡

20 (196) 工菜火薬協会姓



⑧ ストレートダイナマイト(Grade孤一郎%)
を外挿して60%～100% で示すべきRelativeBulk
StreI)gthとGradeとの関係を推考した｡この曲線

を鞠足するストレートダイナマイ トの仮比鬼を佐設し

た｡
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10)GradeStrengthは計井に依らず,密もにR.

W･S･から回3を用いて求める｡

ll)B･L･Lubelsky:ExplosiveEng.Il(1936)
36I～365.

12)米国 OlinMathjesonChem.Corp.のPrice

ListNo･5(1955)によれば,BlastingGela-

tinlOO%22.5kgの qartrldgeCountは108
本である｡これからAを肝井すると

4-i品 =1･37 となる｡ この煤茶の

TNTに対するR･W･S･が分かれば興味があ

る0

13)国9に於てはStraightDynamiteとGelatin

Dynamiteが不迎掛こなっているので.回8の

RelativeWeightStrez)gthの場合の如く迎

統直掛こするという意味｡

延 時 薬 に 関 す る 研 究

(第8報) 延時薬の燃焼砂時樹皮

中 原

). 挿 管

段弟fE免筋管の延時砂時の′,'ラツキを小さくするた

めには'砂時柿度に関係すると思われるあらゆる因子

について個々にできるだけよい方向にもってゆこうと

いう手法が従来とられている｡著固1)は遊元剤の粒

皮,酸化剤の鈍皮及び粒度,奄時薬の取合時間,配合

比'装現圧力'茶私 宅時苑の吸湿,内管の有無,点

火屯流の大小等が砂時及び砂時柵皮に与える彫轡につ

いて本妙こ報告している｡しかし,もう一つの方法と

して,欺くの因子のうちどれがバラツキに大きな影響

をもっているかJ換官すればどれが′{ヲツキに対して

寄与率が大きいかを知り,寄与率の大きいものに勢力

を鵜申して秒時将庇をよくするという方法も大切であ

る｡

延時n-の砂時抑庇に影野すると思われる各因子 (要

因)の砂時のバラツキに対する寄与率をあまり多くな

い爽放散でしかも伯析庶よく出す方法に直交酔即)が

昭P38年7I)21El受取
4 f]*化煎株式会社折尾伽羅析研究課 著扱神技JH

Vel.22.NI.J.1141

正 =暮

ある｡この方法自体は決して新しいものではないが,

延時薬の秒時精度向上の研究には有効な方法である｡

直交配列を適用するに当って注意しなければならない

こと比'弟-にこの方法はある軌変研究が進んで,主

な要因のわかった延嘩掛こ用いなければならないこ

と｡筋二に各水準は基礎研究で見られるように睡嬢な

盛をとらずに'央際用いられる可能性のある範四でと

らなければならないことである｡

本報ではまず各屯要因が秒時抑度に及ぼす影響につ

いて述べるが'既に著聞に上って発表された車因につ

いては同様な鮭黒を得たので省稀した｡次に政変配列

による秒時精度の検討について一例を挙げて述べる｡

2･ 恐々の日子Z)砂時柿虎に及EZす影響

2･I)還元剤か純度の影響

アンチモンー過マンガン酸力リークロム酸鉛 (27.5-

50-22･5)延時薬でアンチモンの粒度の彫轡ができる
だけ入らないようにして純度だけ変えた場合につき英

験した｡アンチモンは純度 96.3%,99.0%及びとの

2つを同点振合したものを使用した｡粥料の水練荒

(197) 21




